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第 1 章 囲いの森 
 












































図 2 の作品につながった。 
この作品は、東京練⾺区⼤泉町にある遊歩道をモチーフにしているが、道の正⾯から













図 4 椎野倫奈 再構成したスケッチ 2015 年 
 
 















また国によって、植えられる⽊々の種類も違う。⽇本では 1 位がイチョウで 57万本、








図 6 パリの並⽊道 （筆者撮影） 
 
1 『わが国の街路樹 VI』 第 506 号 国⼟技術政策総合研究資料 2009 年 p148 
2 ⻄野清⼆『ヨーロッパにおける街路樹管理の特徴』 2003 年 p78 
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図 8 上野公園 （筆者撮影） 
 
 
図 9 本法寺庭園 
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図 10 椎野倫奈 「出現」 紙本彩⾊ 227cm×181cm 2018 年 
 
 






















































































図 14 椎野倫奈 「公園」 紙本彩⾊ 116cm×91cm 2016 年 
 


































図 16 フリードリヒ 「海辺の修道⼠」  1808 年-1810 年 ベルリン、ナショナルギャラリー 
 
 
4 早坂優⼦『鑑賞者のための⻄洋美術史⼊⾨』視覚デザイン研究所 2006 年 p117 
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図 21 椎野倫奈 「⾃画像」 紙本彩⾊ 50cm×65cm 2016 年 
 
図 22 椎野倫奈 ⾃画像 本画途中経過 
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図 25 椎野倫奈 「春を待つ」 紙本彩⾊ 1167cm×910cm  2013 年 
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第 2 章 有機の形と⾊ 
 






































































図 30 椎野倫奈 「真夜中のカーテン」 紙本彩⾊ 194cm×162cm  2017 年 
 
 
     
図 31 椎野倫奈 スケッチ 2017 年    図 32 椎野倫奈 スケッチ部分 2017 年 
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図 41 アンリ・ルソー 「蛇使いの⼥」 1907 年 オルセー美術館 
 
 



























図 44 本阿弥光悦「加賀光悦茶碗」 ⽇本・江⼾時代 17 世紀 重要⽂化財 相国寺蔵 
 
 
図 45 椎野倫奈 「もう⼀つの空」部分 
  
 
























































































































図 50 ルイジ・ギッリ 
 
 







 図 52 は、そうしたグレーの直線的な形と、緑の有機的な形を対⽐させた作品である。 
 
 






























































図 55 椎野倫奈 「杜の径」 左側 
 
 




















図 57 仏蘭⻄⾦⻩⼟ （筆者撮影）  
図 59 組み⽴ての三⾊（筆者撮影） 
図 58 下地の効果（筆者撮影） 
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図 61 フラ・アンジェリコ 「受胎告知」 1440 年 サン・マルコ美術館 
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図 68 再構成したスケッチ 
 










図 71 ⼤下図 中⼼の柱を楠にしたもの 
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